
①

⇒

⇒

⇒
主体的に学習に取り組
む態度

R5年度全国学力学習状況調査及びさいたま市学習状況調査
において「算数の解き方が～」の設問に対し、肯定的解答の割
合を90％以上にする。

日々の学習活動の中で「個別最適な学び」としてICT機
器を含めた複数の解き方を学ぶとともにワークテストや
ドリルなどの見直し、修正を必ず行うことで丁寧で課題
に対して粘り強い姿勢と態度を身につけさせる。

知識・技能
R5年度さいたま市学習状況調査の算数の「知識・技能」に関
わる領域において、R4年度の自校の結果より３pt向上させ
る。

「ドリルパーク」「スタディサプリ」の活用、計算の反復練
習に取り組み、学習記録を残していく中で学期ごとの振
り返りを行い、修正・補正をさせていく。授業内に「スタ
ディサプリ」を積極的に活用する。

思考・判断・表現
R5年度のさいたま市学習状況調査の算数の「思考・判断・表
現」の領域においてR4年度の自校の結果より３pt向上させ
る。

「オクリンク」やteamsの共同作業による思考の可視化・共有
化を行い、思考の深まりをもたせる。
単元の中で振り返る機会を設け、自己の理解度を把握すると
ともに適切な助言と支援を繰り返し行っていく。

目　標 策

　　　　　　　　　　　　　目　標 ・ 策

③

⇒

⇒
主体的に学習に取り組
む態度

R5年度全国学力学習状況調査の結果を踏まえ、さいたま市
学習状況調査において「算数の解き方が～」の設問において
R5年度全国学力学習状況調査結果より２pt向上させる。

算数の授業内で単元・領域により習熟度に合わせ
た算数独自の座席や自ら授業の進め方を選ぶ個別
最適な授業実践に努め、より主体的に学びに向か
える体制を構築していく。

知識・技能
R5年度さいたま市学習状況調査の算数の「知識・技能」に関
わる領域において、R4年度の自校の結果より２pt向上させ
る。

授業や反復練習に取り組む際、検算の仕方を確認
したり、見直しの大切さを考えたりする場面を設定
する。誤答を減らす。

R5年度のさいたま市学習状況調査の算数の「思考・判断・表
現」の領域においてR4年度の自校の結果より２pt向上させ
る。

⇒
今後も引き続き考えたり、発表したりする場面で
ICT機器を共有化、理解の深まりを求めていく。互
いのよい意見を評価したり、掲示して活用したりす
る。

思考・判断・表現

目　標 策

　中間期見直し（全国学力・学習状況調査結果分析後）

小６

小３

小５

小４

④ 　　　　　　さいたま市学習状況調査結果・分析

主体的に学習に取り組
む態度

知識・技能

思考・判断・表現

⑤ 目 標・策の達成状況 評価（※）

思考・判断・表現

算数「データの活用」の領域において特に課題が見られた。二つのグラフを読み取り、見比べて違いを言
葉や言葉と数を用いて記述する問題で無解答の児童が多い。資料を読み取る機会を多くもつとともに、
着目するポイントや考え方を互いに説明し合う機会を設け、資料の扱いにより慣れる活動を重視した
い。

主体的に学習に取り組
む態度

R5年度全国学力・学習状況調査「今回の算数の問題では言葉や式、数を使ってわけや求め方などを書く問題がありまし
た。それらについてどのように解答しましたか。」で、最後まであきらめず解答しようと努力したと答えた割合が８２.９％
で全国平均値を上回った。これは、授業内の適用問題に取り組む際の指導や家庭学習などによる反復練習をくり返し行っ
た成果が表れてきたものと考えられる。

② 全国学力・学習状況調査結果・分析

知識・技能
R5年度全国学力・学習状況調査算数の「知識・技能」において全国の平均値と比べー２.４だった。計算
問題の正解率にはある程度の向上はみられるものの、誤答が多い（無解答率は低い）。今後は計算問題
に多く取り組んでいくとともに、見直しや検算の習慣化、定着をはかる。

主体的に学習に取り組
む態度

知識・技能

思考・判断・表現

⑥ 　　　　　　　　　次年度への課題と改善策

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）
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